
今
回
の
古
河
歴
史
博

物
館
は
贋
見
泉
石
の
危

大
な
資
料
を
主
体
と
す

る
鷹
見
記
念
館
で
も
あ

っ
て
、
片
桐
一
男
教
授

が
泉
石
学
術
調
査
団
長

に
当
っ
た
。

医
聖
田
代
三
喜
と
河

口
家
累
代
の
相
当
の
資

料
は
、
四
年
先
の
古
河

主
催
日
本
医
史
学
会

（
京
都
↓
東
京
↓
金
沢

↓
古
河
）
の
折
に
展
示

き
を
し
、
泉
石
は
十
五

こ
・
」
し
一
興
ノ

歳
江
戸
詰
小
姓
以
後
蘭

学
に
励
ん
で
日
本
有
数

の
蘭
学
者
に
な
っ
た
。

泉
石
は
信
任
の
孫
信
頼

を
杉
田
玄
白
に
入
門
の

手
引
を
し
、
河
口
信
順

の
長
男
信
寛
は
杉
田
成

卿
に
入
り
次
男
信
久
は

伊
東
玄
朴
に
入
っ
た
。

平
成
二
年
十
一
月
二
十
四
・
二
十
五
の
両
日
、
新
潟
県
十
日
町
市
に
お
い

て
、
同
地
の
生
ん
だ
尾
台
椿
堂
の
没
後
百
二
十
年
祭
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ

た
。

尾
台
椿
堂
（
一
七
九
九
’
一
八
七
○
）
。
旧
姓
小
杉
、
名
は
元
逸
、
字
は

士
超
、
通
称
良
作
。
江
戸
に
出
て
尾
台
浅
嶽
の
門
に
入
り
東
洞
流
古
方
を
、

河
口
家
累
代
の
資
料
は
豊
富
に
つ
き
筆
者
は
、
累
代
の
数
点
ず
つ
位
は
展

示
を
希
望
し
た
が
、
館
長
か
ら
与
え
ら
れ
た
陳
列
場
が
小
さ
過
ぎ
た
。
た
だ

し
山
椒
は
小
粒
で
も
ピ
リ
ッ
と
辛
く
見
応
え
は
あ
る
。

（
川
島
恂
二
）

ｅ
河
口
信
任
が
明
和
七
年
四
月
二
十
五
日
首
一
屍
体
二
に
用
い
た
解
剖
刀

二
振
ｈ
ｅ
河
口
良
閑
が
河
口
良
庵
よ
り
頂
戴
の
寛
文
六
年
阿
附
陀
医
学
免
許

皆
伝
巻
物
一
ｅ
河
口
信
任
が
長
崎
で
栗
崎
道
意
よ
り
頂
戴
の
宝
暦
十
二
年
南

蛮
外
科
免
許
皆
伝
一
回
河
口
信
任
著
「
解
屍
編
」
⑤
河
口
信
任
の
古
河
時
代

書
き
付
け
金
瘡
縫
様
書
類
（
南
蛮
流
縫
合
、
阿
蘭
陀
十
文
字
縫
合
の
仕
様
を

自
筆
解
説
の
極
意
伝
）
一
（
写
真
）
の
計
五
点
の
象
展
示
し
て
あ
る
。

を
約
し
て
貰
っ
て
い
る
が
、
今
回
の
開
館
で
の
医
史
学
展
示
に
与
え
ら
れ
た

ス
。
ヘ
ー
ス
は
雀
の
涙
の
為
、
河
口
信
任
の
次
の
五
点
き
り
陳
列
さ
せ
て
貰
え

な
か
っ
た
。

尾
台
椿
堂
百
二
十
年
祭
ｌ
顕
彰
碑
落
成
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ま
た
亀
田
綾
瀬
に
儒
学
を
学
ん
だ
。
浅
嶽
の
没
後
、
請
わ
れ
て
養
子
と
な
り

尾
台
姓
を
襲
っ
た
。
代
表
作
に
『
類
聚
方
広
義
』
ほ
か
『
方
技
雑
誌
』
『
橘

黄
医
談
』
『
重
校
薬
徴
』
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
行
事
は
十
日
町
青
年
会
議
所
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り
約
一
年
を

か
け
て
準
備
し
た
も
の
。
主
催
は
尾
台
椿
堂
没
後
百
二
十
年
記
念
事
業
実
行

委
員
会
（
樋
口
熊
蔵
委
員
長
）
。

二
十
四
’
二
十
五
日
の
二
日
間
、
市
博
物
館
で
は
尾
台
椿
堂
以
下
、
そ
の

ゆ
か
り
の
あ
る
円
通
寺
十
四
世
住
職
惟
寛
禅
師
、
亀
田
鵬
斎
・
綾
瀬
、
芳
野

金
陵
、
浅
田
宗
伯
、
小
杉
羅
斎
、
岡
田
雲
洞
・
龍
松
・
熊
蔵
、
河
本
善
夫
、

杉
本
周
徳
ら
の
遺
墨
、
椿
堂
の
著
述
ほ
か
数
多
く
の
史
料
を
展
示
。
本
学
会

の
矢
数
道
明
名
誉
会
員
を
は
じ
め
と
す
る
来
観
者
の
目
を
引
い
た
。

二
十
四
日
午
後
六
時
半
か
ら
は
市
民
会
館
に
お
い
て
記
念
講
演
会
。
桂
歌

助
の
記
念
落
語
と
富
山
医
薬
大
の
土
佐
寛
順
氏
の
講
演
が
あ
っ
た
。

二
十
五
日
午
前
九
時
半
か
ら
は
、
中
条
下
町
の
椿
堂
生
家
跡
、
井
口
正
平

氏
宅
前
で
「
尾
台
椿
堂
先
生
誕
生
の
地
」
碑
の
建
碑
式
。
こ
の
碑
は
高
さ
一

・
七
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
・
四
メ
ー
ト
ル
の
安
山
岩
に
黒
御
影
石
を
は
め
こ
ん

だ
も
の
で
、
「
尾
台
椿
堂
先
生
生
誕
の
地
」
の
文
字
は
本
学
会
会
員
の
藤
平

健
氏
、
碑
文
は
椿
堂
の
実
家
小
杉
家
の
親
戚
筋
に
あ
た
る
藤
木
秀
三
氏
が
揮

毫
し
た
。
式
次
第
は
、
星
名
二
郎
氏
の
開
会
の
辞
、
樋
口
熊
蔵
氏
の
式
辞
、

藤
平
健
氏
ら
に
よ
る
除
幕
、
小
曽
戸
洋
の
祝
辞
（
矢
数
道
明
氏
の
祝
辞
も
代

読
）
、
地
元
中
条
中
学
校
生
徒
代
表
に
よ
る
感
想
文
朗
読
、
同
中
学
校
女
子

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
演
奏
と
続
い
た
。

次
い
で
午
前
十
時
半
か
ら
中
条
中
町
の
円
通
寺
で
追
善
法
要
。
ス
ラ
イ
ド

に
よ
る
経
過
報
告
、
法
要
儀
式
、
樋
口
・
藤
平
両
氏
の
献
辞
、
そ
し
て
地
元

保
存
会
に
よ
る
「
大
の
坂
」
献
舞
と
続
き
、
最
後
に
渡
辺
賢
一
住
職
、
尾
台

家
の
子
孫
高
橋
敏
弘
氏
、
青
年
会
議
所
の
尾
身
孝
昭
氏
が
挨
拶
の
辞
を
述
べ

た
。

さ
ら
に
午
前
十
一
時
か
ら
は
同
寺
別
棟
の
大
広
間
に
て
祝
宴
。
市
議
、
市

長
、
県
議
、
地
元
名
士
ら
が
次
灸
と
挨
拶
の
席
に
立
っ
た
。
日
本
医
史
学
会

か
ら
は
蒲
原
宏
常
任
理
事
が
二
十
五
日
朝
か
ら
の
行
事
に
か
け
つ
け
、
こ
の

場
に
お
い
て
祝
辞
を
披
露
、
列
席
者
の
関
心
を
集
め
た
。
最
後
に
吉
村
重
敏

氏
が
挨
拶
を
述
べ
た
が
、
同
氏
以
下
地
元
青
年
会
議
所
の
メ
ン
バ
ー
の
熱
意

と
行
動
力
が
今
回
の
行
事
の
成
功
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
い
え
る
。

な
お
、
こ
の
行
事
に
関
し
て
は
東
亜
医
学
会
の
機
関
誌
『
漢
方
の
臨
床
』

三
八
巻
二
号
に
報
告
、
ま
た
尾
台
椿
堂
の
特
集
が
組
ま
れ
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。
（
小
曽
戸
洋
）
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